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―未来を担う子どもたちの教育環境の充実を目指して―

～鳴子温泉地域学校統合に向けて～
鳴子温泉地域の学校統合に関する「第２回統合準備委員会」が，８月２３日（水）に鳴子公民館ホール

を会場に開催されました。３つの部会からの報告の後，新設する学校の「校章」「校歌」の募集方法等に
ついて議論いただきました。

【各部会からの報告】
＜総務部会＞

日時：７月４日（火） 第１回総務部会

場所：鳴子公民館

内容：部会長選出，今後のスケジュール確認

「制服・運動着等の指定品の取扱いについて」

①制服等については「必要性」から検討し，新たな制服を検討

する，または自由にするといった方針を決めた後に，細部のル

ールについて検討する。

②検討するにあたり保護者等の意向を把握することが必要との

判断から「アンケート」を実施する。
＜学校教育部会＞

日時：７月１１日（火） 第１回学校教育部会 場所：鳴子公民館
内容：部会長選出，今後のスケジュール確認

①主な学校行事 ②学校備品の整理と移動 ③総合的な学習の時間 ④学校徴収金 ⑤交流学習
⑥図書室と保健関係 ⑦Ｒ５机・椅子数量調査 ⑧指導要録等の記入 ⑨教育課程の編成
について，計画・実施していく。一部教科は「移動する教材備品の選定」を夏休み中に実施。

＜通学部会＞
日時：７月２６日（水） 第１回通学部会 場所：鳴子公民館

内容：部会長選出，今後のスケジュール確認，スクールバス運行基準
①スクールバスの利用は，通学時の安全面と統合等を考慮し，以下の児童生徒を対象とする
義務教育学校１～６年生：通学距離が片道２ km以上（通常基準は，低学年 2km，高学年 4km）
義務教育学校７～９年生：通学距離が片道３ km以上（通常基準は 6km）

②子どもの乗降の安全確保，車の待機場所の確保，走行間隔及び時間の確保を考慮した上で，停

留所の選定を行う。

【報告に対する主な質問と意見】
○鳴子という土地柄，小学 1 年生と小学６年生を一色単に２㎞という基準にするのはどうなのか。アン
ケート等を実施して 1㎞しか無くてもバスに乗ることが出来ないかなど確認したい。
⇒今後部会で協議し，このままでいくのか．基準をさらに下げることは可能なのかを検討したいと思

います。

〇現在鳴子中学校へ自転車通学している生徒は，学校統合後どのようになるのでしょうか。

⇒「中学生の部活動」や「夏は自転車で冬はバス」等の希望に対応していきたいと思います。

〇「低学年の乗車中のトイレに運転手一人では対応できない」や「車酔いの子ども」への対応について

⇒ご提案事項として承ります。

〇バス利用対象の子を自家用車で送迎することは可能ですか。

⇒スクールバスの対象としては 2㎞以上となりますが，バスに乗ることが強制ではありません。
〇提案です。定期券の補助をしていただき，通学に陸羽東線を利用するということは考えられないか。

学校統合とは直接関係は無いのですが，陸羽東線の利用人数に貢献できるのではないかと思います。
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【協議事項】（事務局提案）
〇校章の募集方法（案）について
〇校歌の募集方法（案）について

【いただいた主な質問と意見】
〇鳴子中学校の校章をアレンジするということも考えられないでしょうか。昔から鳴子温泉郷は５つの温
泉郷があるので，東鳴子を含め三角形を５つにするなど今の校章を使いながらやる方法もあるのではな

いかと思う。校歌については，校名が決まった後に名前だけ変えれば，募集する必要は無いのかと思い
ます。

〇先行して中学校が統合した状況ということで（古川西部地区の統合と比して）少し複雑なのかと思う。
まずはアンケートを取って意向を伺った方が良いのではと思う。

〇鳴子中学校は平成１８年に開校したということで，今ちょうど伝統に変わりつつあるのかなと思います。

そう考えると，今鳴子に住んでいる若者にとって，全く新しいものにしてしまうとかわいそうだなとい
う思いがありますので，出来る限り原型をとどめた形のアレンジで良いのではないかと思います。

〇中学校の校章と校歌が出来た際はしっかりとした意味があると思うので引き続きの使用が良いと思いま
すが，地域の方々の思いもあるので，引き続き使うかどうかのアンケートを取ってはどうかと思います。

〇鳴子中学校の校歌と校章は大変ご苦労の中作られたものだと思います。ただ，新しく生まれ変わってい
くということでいろんな思いもあるかと思いますので，アンケートを取った方が丁寧かなと思います。

〇校章は全てを変えるのでは無く少し変えるのが良いと思います。そういう意味で皆さんの意見をアンケ

ートで取った方が良いと思いますが，数で決まると地区の人数が違いますのでどうなのかなと思いま

す。
〇鳴子中学校の校歌を作曲した大山氏は鬼首出身の方で，すごく苦労して作られたとお聞きしてますの

で，是非，校歌は残していただきたいと思います。

〇個人的には刷新してほしいと思いますが，アンケートを取って進めていくのが良いかと思います。
〇校歌と校章は残した方が無難なのかなと思う半面，ここですぐに決めるのは責任を感じてしまうので，

アンケートを取っていただいくとある程度地域の意見を吸い取ることができるのではと思います。

〇校歌を変えるとなるといろんな部分で問題が生じると思いますので鳴子中学校というフレーズだけを
変えた形で良いと思います。校章については地元住民や子供たちの意見を参考にした方が良いのかな

と思いますので，アンケートを取っていただいて考えていけば良いのかと思います。

〇校歌に関して校名だけ変えれば良いという意見が概ねかなと思います。校章に関しては、委員会だけ
の意見で決定するのは責任が重いと思いますので，アンケートを取った方が丁寧で良いと思っていま

す。

（アンケート内容として，「校歌は削除し校章のみとした方が良いか」について意見を伺った。）
〇参考として，校歌も含めてアンケートを取った方が良いと思う。

（「フレーズや校章の一部を変えるとなれば委員会では難しいと思うが，アンケート実施するとして，

数で決めるのかなどアンケートの取扱いをどうするか」について意見を伺った）
〇デリケートな問題だと思いますので過半数くらいは無いと収まりがつかないのかと思う。

〇アンケートは基本的に拮抗した場合，数が勝るというわけではありませんが，実施する場合は選択

した理由を記載する欄など思いを救うことが必要かと思う。
〇理由記載欄があった方が感覚的にその理由で決定するかもしれませんので設けた方が良いと思う。

⇒理由記載欄を加えたいと思います。また一般用のアンケート（案）でどこの小学校区かを記載する

欄がありますが，この通りにするとどこの地区なのかが見えないかと思います。このままで良いか，
５地区を選択させるのかご指示いただきたい。（「空欄でよい」とのご意見がありますが）集計の都

合上，可能であれば選択制にしていただくと助かります。

〇小学校区ではなく５つの地区で選択制にするということでよろしいでしょうか。≪異議なし≫

【「その他」でいただいた主な質問と意見】
〇学校教育部会の報告書の中で，「古川西小中学校の暫定行事計画を令和７年度のカレンダーにあてはめ

たものを示した」とありますが，そのカレンダーが資料に無いためいただくことは可能ですか。

⇒参考として委員へ郵送させていただきますが，何も決まってない状態で事務局が鳴子だったらとい
うもので作成したものであることをあらかじめ了承していただいて見ていただきたいと思います。

〇要望として，来年度，各小学校で中学校のプールの安全面を確認していただきたい。

⇒かさ上げの台や転落防止用柵については，次年度購入するものになりますので，プールの時期に間
に合えば可能です。古川西小中学校では，実際プールに入る際は１つのクラスに対して３人の先生

が見守っているため，事故が起きる可能性は限りなく低くなっているのかと思います。また、中学

生が始めて入る小学生をおんぶしてプールを歩いたり交流を深めているシーンもありました。


